
2012年 1月 27日（金）配信在クリチバ日本国総領事館メールマガジン 155号 

●クリチバ治安情報（クリチバ市及び大都市圏におけるＡＴＭ破壊強盗の凶暴化） 

 

１月１７日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙はクリチバ市及び大都市圏におけるＡＴ

Ｍ破壊強盗が白昼堂々と行われた旨報じているところ，概要を以下のとおり，お知ら

せします。 

 

１．今年に入り，クリチバ市及び大都市圏において既に１０件のＡＴＭ破壊強盗が発

生しており，従来より犯行手口が凶暴化している。以前は，夜間利用客がいない時間

帯をねらいＡＴＭ破壊強盗が行われていたが，最近では，白昼堂々と爆弾及び大型拳

銃を所持した強盗団が人質を取りＡＴＭ破壊強盗を行っている。 

 

２．クリチバ市及び大都市圏おける２０１１年ＡＴＭ破壊強盗発生件数は，計４９件

だが，本年は既に１０件に上り急増している。又，本年は銀行内ＡＴＭだけでなくス

ーパーマーケット，店舗及び小型ショッピングセンターに設置されているＡＴＭも強

盗団の標的となっている。なお，サンタカタリーナ州に拠点を置く強盗犯がパラナ州

においても犯行に至っている可能性がある。 

 

●クリチバ治安情報（クリチバ市及び大都市圏におけるＡＴＭ破壊事件の発生） 

 

１月２０日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙は一般人を人質に取るＡＴＭ破壊強盗が

発生した旨報じているところ，概要を以下のとおり，お知らせします。 

 

１．１９日，クリチバ市及び大都市圏においてＡＴＭ破壊強盗が３件発生した。１件

目はクリチバ市において，銀行支店内のＡＴＭを爆破しようとした男２人を逮捕，他

２件についてはピラクアラ市及びコロンボ市において午前７時から８時３０分の間に

発生した。 
 

２．２０日，午前８時１５分頃，クリチバ市大都市圏アラウカリア市に所在するスー

パーマーケット内ＡＴＭが爆破された。軍警察によると，拳銃を所持した男４人組が

スーパーマーケットに押し入り，店員及び来客を制圧後，ＡＴＭを爆破し現金を奪い

逃走した。 

 

３．警察は，クリチバ市及び大都市圏における最近のＡＴＭ破壊強盗について，ダイ

ナマイトを使いＡＴＭを爆破する組織及びバーナーを使い機械をこじ開ける組織の２

種類の強盗団が存在することを公表した。 

 

●第２２回日本カレンダー展示会の開催 

 

今般、在クリチバ総領事館は、パラナ元留学生協会（APAEX）との共催で、第 22回日

本カレンダー展示会を開催致します。 

 

 同展示会では、日本企業から寄贈されたカレンダーの展示及び販売、日本カレンダ

ー協会より寄贈されたカレンダーの展示を通じ、日本文化の紹介をさせて頂く事で、

日本への関心を更に深めて頂く事を目的としており、売上金につきましては全額慈善

団体へ寄付される予定です。 

 

 



同展示会の詳細は以下の通りです。 

日時:2 月 4日(土)午前 9時より午後 5時まで 

   2 月 5日(日)午前 9時より正午まで 

場所:メルカド・ムニシパル内コンビベンシア広場 

  （市営市場・Mercado Municipal de Curitiba) 

   Av. Sete de Setembro, 1865 Curitiba 

本件に関するお問い合わせ： 

在クリチバ日本国総領事館 

TEL：(41)3322-4919 

Email：cgjcultura@terra.com.br 

 

皆様のご来訪を心よりお待ちしております。 

 

●ブラジル経済（ブラジル南部における干ばつによる農業被害：報道） 

 

 １月１７日付当地「ガゼッタ・ド・ポーヴォ」紙は，伯南部の旱魃により，１６日，

リッシャ・パラナ州知事が同州に所在する３９９市の３４％に当たる１３７市に対し，

非常事態宣言を発令した旨報じているところ，記事の要旨を以下のとおり，お知らせ

します。 

 

１．１６日，リッシャ知事は，昨年１１月からの旱魃により大豆，トウモロコシ及び

フェイジョン豆等の穀物被害が拡大している事態を受け、州内の西部，南西部，南部，

中西部，北西部及び北部等の１３７市において非常事態を宣言した。 

 

２．被害実態につき詳細な検証はされていないものの、パラナ州農務局による試算で

は、同州地域の農業への被害は，夏季収穫として見込まれていた２，２１３万トンの

穀物のうち１１．５％に当たる２５５万トン、被害額にして１５億２千万レアルに達

し、また，被害者数は同州民全体の１３％に当たる１３５万人に及んでいるとの由。 

 

３．旱魃被害地域農業者への支援策として、同州及び連邦政府は、灌漑システム等の

インフラ改善促進等の対策を実施する予定であり、総額４，７００万レアルを必要と

している。州南西部の農業者に対する種子や肥料の購入援助のみでも、１，５５０万

レアルが必要とされる由。 

 

４．一方，同州西部トレド市の農業者は，今般の旱魃被害を過去最大のものと見てい

る。通常１ヘクタール当たり平均３，５００ｋｇの大豆収穫を見込むことができると

ころを、過去最悪の被害を出したといわれる１９７８／７９年の旱魃では１ヘクター

ル当たり１，２００ｋｇの収穫、今期は今般の旱魃を受けて１ヘクタール当たり６４

５ｋｇしか収穫できないと見られている。 

 

５．なお，先日、パラナ州の旱魃地域を含めた地域で降雨があったが，これら降雨は

今後の種付けには有用であるものの，これまでの損失分を回復できるほど水量として

満足なものではなかったと見られている。 

mailto:cgjcultura@terra.com.br

